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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、PSCD（プレクストリン相同性、Sec7、およびコイルドコイルドメイン）ファミリーのメンバーをコードしています。PSCDファミリーのメンバーは、N末端コイルドコイルモチーフ、中央のSec7ドメイン、およびC末端プレクストリン相同性（PH）ドメインからなる同一の構造構成を有しています。コイルドコイルモチーフはホモ二量体形成に関与し、Sec7ドメインはグアニンヌクレオチド交換タンパク質（GEP）活性を含み、PHドメインはリン脂質と相互作用してPSCDと膜の会合を担っています。このファミリーのメンバーは、タンパク質の選別と膜輸送の調節を媒介すると考えられます。このコードされたタンパク質はゴルジ体の構造と機能の制御に関与しており、ARF1への作用に加えて、ADPリボシル化因子タンパク質6（ARF）の機能を制御する生理学的役割を持つ可能性があります。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：ARF1におけるグアニンヌクレオチド交換を促進する。GDPをGTPに置換することでARFの活性化を促進する。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：SEC7ドメインを1つ含む。,サブユニット：PHドメインを介して、ホスホチジルイノシトール3,4,5-三リン酸のイノシトール頭部に高親和性で結合する。GRASPと相互作用する。,組織特異性：肝臓、胸腺、末梢血リンパ球にはほとんど存在しない。,
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	GRP1 抗体を使用した COS7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	GRP1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

